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Gく随想〉 の，いわば「ノーベル賞受賞者の同窓会」とも 1
v リンダウ集会の想い出 いうべき会合は，スウェーデン王室につながる G
0 名誉教綬福井謙一 ベルナドット伯爵の率いる事務局によって主催 t
0 昭和57年春に定年で退官し r へ され，リンダウ市，フンボルト財団を始め，多 j
；てから 3年になる。在職中は A嘆きば＼ くの法人の援助のもとに， 5日間にわたって開；
i他の同僚に比べると私はどち '£,.・A ¥ かれる。 1951年に第1回集会が行われ，その年 ；
！らかといえば出不精に属して ち ·.l·~ 't は33回目にあたっており，化学賞14人，経済学 i
！いて，ゆっくりした旅行をす ふ当込 賞2人， H16人の受賞者が参加したが，たまた i
1ることもなかったので，月並司..まアルフレド ・ノーベル生誕 150年記念の年に！
Zな計画かも知れないが，定年 、.， 当るというので，とくにノーベルn1・団からラメ ！ 
？になれば，ひとつ「学会出席プラスとんぼがえ ル事務局長が知かれた。 ！ 
2 り」からなる旅行でない旅をしてみたいと考え 集会は，受賞者の講演，約300名の一般創n~ 
iていた。 4月に定年になれば早速5月にかけて 者の質問会を中心として，かずかずの伝統行事！
？アメリカへ， 6月から 7月にかけてスウェーデ があった。学会が終った翌日，一同揃ってボ－ ~ 
~ ンからベルギーへ，そして9月には再びアメリ デン湖の船旅をした。リンダウから西北に約2 2 
Gカへ，という予定は，定年の前年の春からきま 時間の航行ののち，ラインの源近くのマイナウ Y
Oっていた。いずれも用務を核にして，その前後 島につく。この島全体が伯爵の居城であるが， ？ 
bに羽般をのばそうという企みで、あった。と ころ 一般観光客にも公開されている。島の散歩のあ 9
jが，その年の暮に，予期せぬ事が起ったため， と，受賞者は伯爵の居館に招待され，昼食のご j




ー的にいうと，学長職の外国行きは，手続きが商 庭園には1200種に上るパラの花と無数の草花， ~ 
E倒なうえ，期聞が実質上2週間内に限られるか 世界中から集めた 750種の樹木が摘えられ， ま喜。iらである。そのため，かねての計画はすべてど るで植物園のようである。 号
i破算となり，ヨーロッパ旅行も 2回に分割し， 私は，全くの偶然ながら，ちょうど20年前， ！ 
~ 4つの旅行の期間もそれぞれ最低限にせざるを つまり附3年に，このマイナウ島をー観光者と！
i得なくなった。もっとも，このヨーロッパ旅行 して訪れている。それは近くの町で国際会議が！
？ 二分割については，私がどこかで不平を言った あったためである。今回，船がつき，島に上陸 i
tことが伝わったためか，現在は 1ヶ月まで留守 し， 出迎えた伯爵の案内で城の建物までゆっく 2 
dにしてよいことになり，今後出かける学長方に り歩いていった。建物の近くにきて，ふと見覚 f
b功徳、を施した結果となった。 えのある場所にきた。虫が知らせたか，私は－ ~ 
0 それに懲りて翌日年は，相変らずせわしく帰 緒に歩いていた家内と伯爵夫人もろとも，居合 d
iってこなければならない外国出張の約束をする せた観光客にンャッターを押してもらってそこ i
jことを，極力さし控えた。しかし， 6月のリン で写真をとった。家へ帰って気になったので， Q 
iダウ集会にだけは，ぜひ行きたかったし，また 20年前の写真を探して比べてみると，全く同じ i
f行くべきであると考えた。南ドイツのボーデン 場所でとった写真がみつかった。違うところ i
i湖畔のリンダウ島で行われるノーベル1t・受賞者 は，傍のパラの樹がまだ小さかったことと ，若 i
Eの集まる学会のことである。物理学，化学，生 い私が一人で写っていたことであったo ~ 
！理学医学の順に毎年かわるがわる聞かれ， 58年 （ふくい けんいち 元工学部長昭和57年退；
iはたまたま化学の年に当っていたのである。こ 官現京都工芸繊維大学長専門は応用化学） ！ 
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